人工股関節置換術後の機能的脚長差に対する運動療法または装具療法の効果 by 中野渡  達哉
人工股関節置換術後の機能的脚長差に対する運動療
法または装具療法の効果
著者 中野渡  達哉
学位授与機関 Tohoku University
学位授与番号 11301甲第15717号
URL http://hdl.handle.net/10097/58322
（書式１８）課程博士 
1 
 
学 位 論 文 要 約  
 
 博士論文題目   人工股関節置換術後の機能的脚長差に対する運動療法または装具療法の効果                                  
                                               
 
  東北大学大学院医学系研究科障害科学専攻 
 機能医科学  講座 肢体不自由学 分野 
氏名   中野渡 達哉     
 
 【研究目的】 
 本研究は，人工股関節置換術（以下，THA：total hip arthroplasty）後患者の機能的脚長差（以下，F-LLD：
functional leg length discrepancy）に対する運動療法と装具療法が，F-LLD，主観的脚長差（以下，P-LLD：
patient-perceived leg length discrepancy），身体機能および患者報告アウトカム（以下，PRO：patient 
reported outcome）に及ぼす効果を明らかとすることを目的とした． 
【研究方法】 
 対象は，片側初回 THAを施行し，術後 1週の時点で術肢が長下肢側の F-LLDおよび P-LLDを有する患者
とした．研究デザインは，アウトカム評価者を遮蔽化した無作為化比較試験を実施した． 登録された対象を，
次の 3群に無作為に割付けた．①F-LLDに対する特異的運動療法を併用する specific exercise approach(以下，
SEA)群：通常診療に加え，股関節屈筋・外転筋群に対する等尺性収縮後の筋伸長法と，脊椎側弯に対する体
幹・骨盤の運動の介入；②調整型補高装具を併用するmodifiable heel lift（以下，MHL）群：通常診療に加
え，5mm単位で高さの調整が可能なインソール型補高を日常使用する介入；③通常のリハビリテーション治
療を行う対照群． 
 主要評価指標は block testにより測定した F-LLDと，P-LLDの有無と程度とした．副次的評価指標は，身
体機能として機能的移動能力，歩行補助具の種類，関節可動域，PROとして疼痛，疾患特異的健康関連 QOL
を計測した．ベースライン時と介入終了後の術後 3週で調査した．解析は，一元配置分散分析と多重比較検定，
χ2検定を用い，3群間の各指標の比較を行った． 
【研究結果】 
 全 33 名が研究登録され，最終的な解析対象者は SEA 群 10 名，MHL 群 8 名，対照群 9 名となった． 介
入後の F-LLDは，対照群に比べ SEA群およびMHL群共に有意に小さい値を示した（p < 0.05）．介入後の
P-LLD有無の比率は 3群間で有意差はなかったが，P-LLD程度別の比率は 3群間で有意差を認め（p < 0.05），
対照群に比べ SEA 群と MHL 群の P-LLD が軽度であることを示す程度の比率が高かった．その他の指標に
おいては 3群間で有意差を認めなかった． 
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【考察】 
 以上の結果より，SEAとMHLによって F-LLDを引き起こす体幹・股関節周囲筋の伸張性が高まったこと
が推測される．そのため F-LLDの改善を早め，それに伴い P-LLDも軽減したと考えられる． 
【結論】 
 THA 後早期からの SEA と MHL によって，介入後短期間において F-LLD と P-LLD を改善する効果があ
ることが明らかとなった． 
